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3 5月の運勢 牡羊座（3/21～4/19） 食べるのが楽しい月。料理を研究するといいでしょう。栄養成分やカロリーに詳しくなれば話題も増えて一挙両得。

昨
今
、
国
内
外
を
問
わ
ず
農
産
物
や

そ
の
加
工
品
な
ど
の
残
留
農
薬
や
偽
装

な
ど
の
問
題
が
多
発
し
、
消
費
者
の
農

産
物
生
産
や
食
品
製
造
に
対
す
る
信
頼

が
大
き
く
揺
ら
い
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
消
費
者
の
不
安
を
払
拭
す

る
た
め
に
は
、「
私
達
が
生
産
し
た
農

産
物
は
安
全
・
安
心
で
す
」
と
い
う
こ

と
を
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
、

そ
の
生
産
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
伝
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

Ｊ
Ａ
新
あ
き
た
で
は
、
全
て
の
生
産

農
家
が
農
産
物
の
生
産
・
加
工
・
流
通

の
経
路
や
工
程
に
関
す
る
情
報
（
ト
レ

イ
サ
ビ
リ
テ
ィ
）
を
正
確
に
把
握
し
、

そ
れ
を
栽
培
日
誌
や
防
除
日
誌
な
ど
に

記
録
す
る
「
栽
培
履
歴
記
帳
運
動
」
を

平
成
16
年
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
食
と

農
の
安
心
と
信
頼
確
保
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

米
や
野
菜
な
ど
を
出
荷
販
売
す
る
農

家
が
提
出
し
た
栽
培
履
歴
は
、
Ｊ
Ａ
で

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
情
報
整
理
（
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
）
し
て
保
存
し
、
市
場
や
量
販
店

へ
の
販
売
対
策
や
苦
情
（
ク
レ
ー
ム
）

対
応
の
ほ
か
、
安
全
生
産
を
認
証
す
る

第
三
者
機
関
の
検
査
や
認
証
取
得
な
ど

の
た
め
に
使
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ

れ
ら
の
情
報
を
関
係
先
に
提
供
す
る
場

合
や
消
費
者
に
開
示
す
る
場
合
は
、
あ

ら
か
じ
め
生
産
者
の
皆
様
か
ら
生
産
履

歴
記
帳
運
動
に
関
す
る
同
意
書
に
よ
り

同
意
を
得
た
上
で
提
供
・
開
示
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
生
産
履
歴
は
、
消
費
者

の
信
頼
確
保
に
向
け
た
産
地
や
生
産
農

家
自
身
の
農
産
物
安
全
宣
言
書
と
言
え

る
も
の
で
、
農
家
自
身
が
生
産
過
程
を

し
っ
か
り
管
理
し
正
確
に
記
帳
（
記
録
）

す
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
こ
と
か
ら
、

記
帳
に
関
す
る
注
意
事
項
や
そ
の
ポ
イ

ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

特特 集集

生産履歴記帳生産履歴記帳

食 と 農 の
信頼をこの手で

農
産
物
の
生
産
履
歴
と
開
示



45月の運勢 牡牛座（4/20～5/20） 新しいことを始めるのに良い月です。育てたことのない品種に挑戦したり、新しい農機具などを見に行くと吉。

●
栽
培
履
歴
記
帳
は
「
Ｊ
Ａ
米
」
に
限

ら
ず
全
て
の
出
荷
米
（
品
種
ご
と
）

に
つ
い
て
必
要
で
す
。

●
栽
培
履
歴
が
な
い
た
め
、
販
売
先
が

限
定
さ
れ
、
販
売
価
格
の
低
下
を
招

き
ま
す
。

平
成
17
年
産
米
か
ら
「
Ｊ
Ａ
米
」
と

「
全
農
米
」
は
価
格
が
差
別
さ
れ
、
栽

培
履
歴
が
未
提
出
の
方
は
「
全
農
米
」

と
し
て
扱
わ
れ
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し

た
。

※
「
Ｊ
Ａ
米
」
以
外
で
も
栽
培
履
歴
は

必
要
で
す
。

生
産
履
歴
の
記
帳
を
行
う
こ
と
で
、

生
産
情
報
が
提
供
で
き
、
消
費
者
・
取

引
先
に
「
安
全
・
安
心
」
を
届
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

履
歴
が
わ
か
ら
な
い
農
産
物
は
、
取

引
先
か
ら
敬
遠
さ
れ
ま
す
。
売
場
を
確

保
す
る
た
め
に
は
、
生
産
履
歴
の
記
帳

が
必
要
で
す
。

生
産
履
歴
を
記
帳
す
る
こ
と
で
、
万

が
一
食
品
危
害
が
起
こ
っ
て
も
、
記
帳

に
よ
っ
て〝
そ
の
食
品
に
関
係
す
る
農
産

物
が
適
切
な
管
理
を
し
て
い
る
こ
と
〞

が
説
明
で
き
れ
ば
「
無
実
の
証
明
」
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

米

●
な
ぜ
記
帳
が
必
要
？

自
分
自
身
の
「
安
全
」
を
確
保
す
る

今
年
度
は
、
全
量
「
Ｊ
Ａ

米
」
を
目
指
し
、
出
来
る
こ

と
は
確
実
に
し
ま
し
ょ
う
。

営農センター、本店で
2重チェックを行う。

・作業を実施した月日を記入。
・粒剤は散布量、液剤は希
釈倍数、散布量を記入。
・表示以外の農薬使用は空
欄に必ず記入のこと。

・栽培履歴は4～10月の外
務日またはふれあいデー
に職員が回収。

①農薬に書かれている適用
内容を必ず確認し、使用
量・濃度・使用時期・使
用回数を必ず守ること。

③水稲育苗終了後に「ほう
れん草などの野菜類」を
栽培する場合は、育苗箱
の下に無孔シートを敷い
て、散布した農薬が土に
浸透しないようにするこ
と。

売
場
を
確
保
す
る

消
費
者
や
取
引
先
に
安
全
・

安
心
を
届
け
る

②農薬散布は風のない日や
風の弱い時刻を選ぶこと。



5 5月の運勢 双子座（5/21～6/21） 面倒見の良いあなたの周りに、だんだん人が集まってくるでしょう。地域の集会や会合、ボランティア活動などに参加を。

●
栽
培
日
誌
は
収
穫
３
日
前
ま
で
に
、

作
物
、
圃
場
ご
と
に
記
入
し
、
各
営

農
セ
ン
タ
ー
、
彩
菜
館
へ
提
出
し
ま

し
ょ
う
。

●
皆
様
か
ら
の
情
報
は
、
生
産
履
歴
記

帳
を
集
約
す
る
こ
と
で
、
よ
り
良
い

生
産
に
つ
な
げ
、
消
費
者
に
生
産
情

報
を
伝
え
た
り
、
問
い
合
せ
に
適
切

に
応
え
る
た
め
に
活
用
し
て
い
ま

す
。
情
報
開
示
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
栽
培
日
誌
は
、
市
場
、
量
販
店
（
朝

採
り
）、
給
食
、
直
売
所
（
彩
菜
館
、

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
）
出
荷
の
す
べ
て

に
お
い
て
記
帳
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
ど
を
通
し
て
、
残
留
農
薬
検
査
の

実
施
方
法
や
、
結
果
報
告
な
ど
の
情

報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

生
産
履
歴
記
帳
運
動
が
ス

タ
ー
ト
し
て
今
年
で
４
年
目

を
迎
え
ま
す
。「
食
」
の
安

全
性
を
め
ぐ
る
話
題
が
多
い

中
、
改
め
て
生
産
履
歴
記
帳

の
重
要
性
を
再
認
識
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。20

年
産
米
の
栽
培
履
歴

は
、
春
、
秋
の
農
作
業
を
委

託
し
て
い
る
場
合
に
相
手
方

を
記
入
す
る
項
目
を
設
け
、

よ
り
細
か
な
デ
ー
タ
を
収
集
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
生
産
者
の
皆
様
か
ら
提
出
さ
れ

た
栽
培
履
歴
は
３
年
以
上
保
管
し
、
卸

業
者
等
か
ら
の
問
合
わ
せ
等
に
活
用
し

て
い
ま
す
。

生
産
履
歴
の
向
こ
う
側
に
は
、
新
あ

き
た
の
農
産
物
を
食
べ
て
頂
い
て
い
る

お
客
様
が
い
ま
す
。
単
な
る
記
録
簿
へ

の
書
き
込
み
と
い
う
考
え
で
は
な
く
、

生
産
者
の
農
産
物
づ
く
り
に
対
す
る
想

い
も
の
せ
て
記
帳
す
る
と
、
生
産
履
歴

記
帳
が
も
っ
と
身
近
な
存
在
に
な
り
ま

す
。

野
菜
、
果
樹

こ
の
取
組
み
に
よ
っ
て
、
農

産
物
の
安
全
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
消
費
者
、
取
引
先
へ
安

心
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
、

万
一
の
商
品
事
故
に
際
し
て

も
、
原
因
分
析
を
可
能
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
取
組

み
は
産
地
の
食
の
安
全
・
安
心

に
対
す
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
と
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

20
年
度
の
生
産
履
歴 ▲残留農薬検査結果をホームページ上にて掲載



65月の運勢
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お届けします!
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西支店

西支店購買

振
り
込
み
詐
欺
を
未
然
に
防
止
し

た
こ
と
に
よ
り
、
西
支
店
に
３
月
18

日
�
、
秋
田
中
央
警
察
署
よ
り
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

３
月
12
日
�
、
市
内
70
代
女
性
よ

り
定
期
貯
金
の
解
約
を
し
、
急
い
で

振
込
し
て
ほ
し
い
と
依
頼
が
あ
っ
た

た
め
、
職
員
が
事
情
を
聴
い
た
と
こ

ろ
、「
孫
か
ら
仕
事
で
ミ
ス
を
し
て

お
金
が
必
要
に
な
っ
た
。
母
に
内
緒

で
振
り
込
ん
で
ほ
し
い
」
と
の
事
で
、

不
審
に
思
っ
た
職
員
は
、
孫
、
母
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
振
り
込
み
詐
欺

で
あ
る
事
が
発
覚
し
ま
し
た
。

そ
れ
を
未
然
に
防
い
だ
、
岩
谷
学

職
員
が
３
月
29
日
�
に
開
催
さ
れ
た

平
成
20
年
度
役
職
員
大
会
で
、
平
成

19
年
度
の
優
秀
職
員
と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

振
り
込
み
詐
欺
を
未
然
に
防
ぐ

3月19日（水）、西支店の移転新築に伴い、新屋地区
で地鎮祭を開き、ＪＡ役職員、工事関係者ら20人が出席
しました。
設計者・施主・施工者の3人が鍬入れを行った後、中

川薫清組合長は「組合員の将来に結びつく店舗にしたい」
とあいさつし、工事
の安全を祈願しまし
た。
西支店では金融共

済と営農指導事業が
一体となり、より一
層の組合員サービス
を提供できる店舗を
目指していきます。
新店舗の完成は6月

中旬の予定です。

西支店移転新築で地鎮祭

ＪＡ新あきたと全農あきたは、3月22日（土）、23日
（日）の2日間、農家組合員だけでなく、一般市民にも農
業、ＪＡに興味をもってもらおうと、ポートタワーセリ
オンで「ＪＡ家庭菜園応援フェア」を開きました。
会場には、ＪＡ系統農機具メーカー6社が参加した園

芸用管理機や刈払機などの中・小農機の展示のほか、実
演コーナーなどが設けられました。
JA新あきたでは、営農相談、ファーマーズマーケット

「彩菜館」の農産物、加工品即売、園芸用肥料・農薬など
の特価販売を
行いました。
期間中、市

内から2600
人を超える来
場者が訪れ、
農業機械の契
約実績は544
万円となりま
した。

家庭菜園応援フェアにぎわう

鍬入れを行う中川組合長買い物客で賑わう彩菜館コーナー

蟹　座（6/22～7/22） あなたの笑顔が周りの人を幸せな気分にするため、たくさんの人に好かれます。頼みごとはうまくいくでしょう。

事業必達に向け開催した役職員大会

役職員大会で表彰された岩谷職員



7 5月の運勢
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営農
Ｊ
Ａ
新
あ
き
た
で
は
平
成
20
年
度

よ
り
菜
の
花
の
作
付
を
推
進
し
、
菜

種
油
か
ら
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

循
環
型
農
業
の
実
践
試
行
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
４
月
３
日
�
に
本
店
で

秋
田
菜
の
花
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
石
田

哲
治
代
表
ら
と
情
報
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

石
田
代
表
は
秋
田
運
送
の
会
長
も

務
め
ら
れ
、
自
動
車
の
燃
料
に
秋
田

県
小
坂
町
で
生
産
さ
れ
た
菜
の
花
か

ら
食
用
油
を
製
造
、
使
用
後
の
廃
油

を
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
す
る
な
ど
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
、
低
コ
ス
ト
化
を
実

現
し
た
経
緯
を
説
明
し
ま
し
た
。

中
川
薫
清
組
合
長
を
は
じ
め
、
出

席
し
た
Ｊ
Ａ
役
職
員
は
「
バ
イ
オ
デ

ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を
使
用
し
た
場
合
、

従
来
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
と
比
べ
て
走

行
上
で
の
問
題
は
」「
バ
イ
オ
デ
ィ

ー
ゼ
ル
燃
料
製
造
の
目
的
は
」
な
ど

の
質
問
を
寄
せ
ま
し
た
。

石
田
代
表
は
「
自
社
所
有
の
大

型
・
小
型
ト
ラ
ッ
ク
、
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
、
乗
用
車
に
自
社
製
の
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を
１
０
０
パ
ー
セ

ン
ト
使
用
し
て
い
る
が
、
冬
期
間
を

含
め
て
走
行
上
の
問
題
は
発
生
し
て

い
な
い
」「
衰
退
し
て
い
る
県
内
の

農
家
、
農
村
を
菜
の
花
で
活
性
化
で

き
な
い
か
、
併
せ
て
栽
培
農
家
へ
の

利
益
還
元
が
で
き
れ
ば
」
と
話
し
ま

し
た
。

今
後
、
循
環
型
農
業
を
連
携
し
て

取
り
組
む
に
は
原
料
の
確
保
、
栽
培

農
家
の
採
算
維
持
な
ど
、
様
々
な
課

題
が
あ
り
ま
す
が
、
新
あ
き
た
と
菜

の
花
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
地
域
農
業

再
生
と
持
続
可
能
な
地
域
社
会
構
築

と
い
う
目
標
に
一
歩
近
づ
き
ま
し

た
。

秋
田
菜
の
花
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
意
見
交
換

新あきた女性部

ＪＡ新あきたは4月1日（火）、本店で平成20年度辞令
交付式を行い、新採用職員15人がＪＡ新あきたの職員と
しての第一歩をあゆみ始めました。
式では中川薫清組合長が「ＪＡや農業について必要な

知識を身に付け、組合員の期待に応えられる職員になっ
てください」と挨拶されました。
新採用職員は、式終了後研修を受け、各部署に正式に

配属されました。

女性部の通常総会・家の光大会が4月3日（木）、本店
で開催され、平成20年度事業計画並びに収支予算につい
て原案通り可決承認されました。
総会では鎌田洋子副部長が、平成20年度も今まで以上

に活発な活動を目指すことを力強く語り、出席者全員で
新ＪＡ女性の唄「明日輝くために」を斉唱しました。
また、家の光大会では東部地区の岩波美和子さんが

「私の歩んできた道」
と題し発表。続いて家
の光協会の前田俊昭氏
の「女性の力が地域を
変える」と題した講演
では、「協同の心を家
庭で培うことや、仲間
の大切さ、人を思いや
る心が必要」と話され
ました。会場は拍手喝
采に包まれ、総会は終
了しました。

期待に応えられる職員に女性部通常総会を開催

正式に配属された15人の新採用職員出席者全員で新ＪＡ女性の唄を斉唱

獅子座（7/23～8/22） 頑固になり、人から疎ましがられる恐れが…。自分が正しいと思っても、周りの話に耳を傾けて。後半は味方が出現。

生産者、使用者サイドから様々な意見が出た

菜の花展示圃（金足地区）



85月の運勢

�
�
酒
米
を
栽
培
し
た
き
っ
か
け
は
？

初
め
て
、
吟
醸
酒
を
飲
ん
だ
と
き
、

米
だ
け
で
造
ら
れ
た
お
酒
が
ワ
イ
ン
を

凌
ぐ
果
実
芳
香
と
味
を
持
っ
て
い
る
事

に
魅
了
さ
れ
、
地
元
の
米
で
酒
を
つ
く

っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
高
ま
り
、

酒
米
栽
培
を
昭
和
63
年
頃
か
ら
始
め
ま

し
た
。

�
�
酒
米
を
始
め
て
か
ら
は
？

栽
培
に
関
し
て
「
美
山
錦
」
は
草
丈

が
伸
び
、
倒
伏
し
や
す
い
品
種
で
、
稲

づ
く
り
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、「
美
山
錦
」

の
安
定
し
た
品
質
、
収
量
を
確
立
す
る

ま
で
に
20
年
ほ
ど
か
か
り
ま
し
た
。

品
質
の
向
上
を
着
実
に
進
め
る

�
�
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
？

酒
米
も
食
用
米
も
、
品
質
の
決
め
手

に
な
る
の
は
タ
ン
パ
ク
質
の
含
有
比
率

と
整
粒
歩
合
。
品
種
の
混
入
は
絶
対
し

な
い
よ
う
心
掛
け
る
な
ど
、
酒
米
と
し

て
品
質
管
理
に
は
細
心
の
注
意
を
払
っ

て
い
ま
す
。

酒
米
づ
く
り
は
む
ず
か
し
い
か

ら
こ
そ
、
や
り
が
い
が
あ
る

�
�
大
変
な
こ
と
は
？

収
量
、
等
級
を
含
め
た
需
要
に
応
じ

た
売
れ
る
も
の
を
、
供
給
す
る
農
業
を

確
立
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
栽
培
当
初
は
、
販
売
の
面
で
も
、

必
ず
し
も
順
調
に
来
た
訳

で
は
な
く
、
平
成
６
年
に

は
障
害
型
冷
害
に
遭
い
10

ａ
あ
た
り
６
俵
し
か
穫
れ
な
い
時
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
先
進
地
の
視
察

や
Ｊ
Ａ
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
勉
強
を

続
け
、
河
辺
ブ
ラ
ン
ド
で
自
信
を
も
っ

て
出
荷
で
き
る
も
の
が
作
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

�
�
今
後
の
抱
負
は
？

酒
米
研
究
会
は
、
誰
に
も
負
け
な
い

酒
米
づ
く
り
へ
の
情
熱
を
持
っ
た
会
員

が
揃
っ
て
お
り
、
そ
の
高
い
意
欲
と
、

常
に
生
産
技
術
に
磨
き
を
か
け
、
地
域

の
農
業
を
衰
退
さ
せ
ず
、
次
の
世
代
へ

つ
な
げ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い

と
い
う
想
い
で
、
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

�
�
最
後
に
今
回
出
来
上
が
っ
た
酒
に

つ
い
て

地
元
産
の
良
質
な
酒
米
と
地
元
の
水

で
造
り
、
米
の
お
い
し
さ
を
残
し
た
純

米
酒
で
す
。

酒
米
研
究
会
の
全
員
の
情
熱
と
ま
ご

こ
ろ
で
作
り
上
げ
ま
し
た
。

乙女座（8/23～9/22） 会話が弾み、新しい知り合いも増えそう。グループではリーダー的役割を頼まれるなど、発展的な月です。愛情面も充実。

ＪＡ新あきた

酒米研究会
会長 高橋　恒悦さん
■耕作面積：水稲8.1ha（内酒米3.7ha、もち

米1.9ha）、転作大豆4.5ha、その他。

■会員20人

■河辺酒米研究会発足20周年とＪＡ新あきた

合併10周年を記念して製造した「生 純

米酒」はＪＡ新あきたフアーマーズマーケ

ット「彩菜館」、Ａコープゆうわでお求め

できます。

河辺の清らかな水
で、美味しい酒米を
作り続けたい
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Delicious in Season

秋田さしびろは、雪消えの春一番に伸びてくる青ねぎで、長さが30～40㎝程度になった頃、

葉の部分を刈り取って食べます。

秋田・由利地域の沿岸部や県南の平鹿地域などで古くから栽培されており、収穫時期が身欠き

ニシン（秋田の方言で「かど」）の流通する時期と重なっていたことから、「かど貝焼き」には

欠かせない、秋田の伝統野菜です。

しょっつる貝焼き（鍋）や卵とじ炒め、酢味噌和えもおススメで、少し長めに切ると、つるっ

とした葉の内部のぬめりの食感が楽しめます。

収穫は3月中旬から始まり、5月中旬まで続きます。

あきたの伝統野菜

天秤座（9/23～10/23） 年上の人との関係強化を図ると良いときです。昔話の中に今、抱えている問題を解決するヒントがありそう。

四ツ小屋地区　佐々木　栄吉さんの圃場にて四ツ小屋地区　佐々木　栄吉さんの圃場にて 四ツ小屋地区　佐々木　栄吉さんの圃場にて 

美
味
し

美
味
し
い
　
　
　

　
　
　
の
レ
シ
ピ
�

美
味
し
い
　
　
　
の
レ
シ
ピ

さしびろの豚肉巻き

材　　　料 作　り　方
①しゃぶしゃぶ用の豚肉に軽く塩コショウをしてさしびろをクル

クルと巻いて炒める。

②日本酒を振りかけてフタをして蒸し焼きにし、仕上げに醤油を

からめて出来上がり。

さしびろ ……………200ｇ
豚薄切り（ばら） …200ｇ
塩・コショウ ………各少々
日本酒・七味唐辛子
油 ………………小さじ一杯
レモン ………………（適宜）

さ
し
び
ろ�

さ
し
び
ろ�
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季
節
を
楽
し
む
な
ら
旅
が
１

番
で
す
。
Ｊ
Ａ
旅
行
セ
ン
タ
ー

で
は
カ
ッ
プ
ル
か
ら
フ
ァ
ミ
リ

ー
ま
で
ご
要
望
に
合
っ
た
い
ろ

い
ろ
な
プ
ラ
ン
を
ご
用
意
し
て

い
ま
す
。

壮
大
な
景
色
に
触
れ
、
思
う

存
分
満
喫
し
、
活
力
に
つ
な
げ

る
の
も
い
い
も
の
で
す
。

■
合
併
10
年
企
画

永
遠
の
都
イ
タ
リ
ア
６
日
間

Ｊ
Ａ
新
あ
き
た
は
発
足
10
年

目
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
愛
顧
に

感
謝
い
た
し
ま
し
て
、「
イ
タ

リ
ア
６
日
間
」
の
旅
を
特
別
料

金
に
て
企
画
し
ま
し
た
。
訪
問

先
の
ロ
ー
マ
・
フ
ィ
レ
ン
ツ

ェ
・
ナ
ポ
リ
は
イ
タ
リ
ア
の
主

要
都
市
と
い
う
に
限
ら
ず
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
文
明
の
歴
史
と
芸
術

の
中
心
地
で
す
。

旅
行
代
金
は
通
常
料
金
23
万

３
千
円
（
２
名
１
室
利
用
の
場

合
・
お
ひ
と
り
様
）
で
す
が
、

８
月
31
日
ま
で
に
申
込
さ
れ
た

方
に
は
19
万
８
千
円
の
早
期
割

引
料
金
に
て
ご
提
供
い
た
し
ま

す
の
で
、
是
非
こ
の
機
会
に
ご

夫
婦
、
友
人
同
士
、
あ
る
い
は

グ
ル
ー
プ
で
の
ご
参
加
を
お
勧

め
い
た
し
ま
す
。

※
早
期
割
引
料
金
は
平
成
20
年

８
月
31
日
ま
で
に
申
込
さ
れ
た

方
に
の
み
適
用
し
ま
す
。
９
月

１
日
以
降
に
申
込
さ
れ
た
方

は
、
通
常
料
金
と
な
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
新
あ
き
た
旅
行
セ
ン
タ

ー
は
お
客
様
が
気
が
ね
な
く
、

安
心
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
く

よ
う
旅
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

し
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
、
お
申

込
み
は
旅
行
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

新
あ
き
た
で
は
、「
家
の
光
」

「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」「
地
上
」
の
斡

旋
を
し
、
地
域
の
皆
様
に
農
業

へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
と
地
域
と
の

結
び
つ
き
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
家
の
光
３
誌
は
、
女
性
部

活
動
や
、
地
域
交
流
な
ど
仲
間

づ
く
り
に
大
い
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。

■
生
活
に
役
立
つ
情
報
が
満
載

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

家
族
み
ん
な
で
楽
し
め
る
「
家

の
光
」
は
、
多
数
の
地
域
の
皆

様
に
愛
読
さ
れ
、
日
々
の
生
活

や
女
性
部
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
活

動
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

掲
載
内
容
も
農
業
を
は
じ

め
、
旬
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
、

暮
ら
し
に
役
立
つ
実
用
的
な
情

報
の
ほ
か
、
手
芸
や
園
芸
な
ど

の
趣
味
の
コ
ー
ナ
ー
、
ま
た
季

節
感
の
あ
る
多
彩
な
情
報
や
地

域
の
話
題
な
ど
も
満
載
で
す
。

ズ
バ
ッ
と
切
り
込
ん
だ
三
輪
明

宏
さ
ん
の
人
生
相
談
は
私
の
お

気
に
入
り
の
コ
ー
ナ
ー
の
ひ
と

つ
で
す
。
ま
た
レ
シ
ピ
本
や
家

計
簿
な
ど
便
利
な
付
録
も
楽
し

み
で
す
。

小
学
生
を
対
象
と
し
た
、

「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」
は
、
植
物
や

食
物
に
つ
い
て
イ
ラ
ス
ト
で
分

か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
る
情

報
誌
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
農

業
や
食
の
大
切
さ
を
感
じ
て
も

ら
え
る
内
容
に
な
っ
て
お
り
、

新
あ
き
た
で
は
管
内
の
食
育
活

動
を
実
践
さ
れ
て
い
る
小
学
校

へ
寄
贈
し
、
食
農
教
育
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

「
地
上
」
は
、
農
政
を
は
じ

め
農
業
に
関
わ
る
諸
問
題
、
農

業
経
営
な
ど
、
農
家
や
今
後
農

業
の
担
い
手
の
方
た
ち
に
是
非

読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
１
冊
で

す
。購

読
ご
希
望
の
方
は
、
Ｊ
Ａ

新
あ
き
た
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
推
進

課
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

5月の運勢

人・ＪＡ・地域の情報誌で、
あなたの暮らしをさらに充実！

蠍　座（10/24～11/22） さまざまな人との交流の機会が増えます。気の合う人だけでなく、異なる考えを持つ人とも話すよう心掛けて。

生 　 活

農業ビジョン推進課　主任

畠山　恵

気がねなく安心できるツアーを目指しています 旅 　 行

総務課

進藤　義行

農
業
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
課

℡：

８
３
２
―

６
６
５
２

旅
行
セ
ン
タ
ー

℡：

８
３
７
―

１
１
５
１
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知って得する

被
覆
資
材
の
利
用
や
品
種
の

特
性
を
利
用
し
て
、
７
月
か
ら

10
月
ま
で
長
期
間
に
わ
た
り
収

穫
で
き
ま
す
。
主
な
作
型
と
品

種
は
表
の
通
り
で
す
。

肥
料
は
７
日
前
ま
で
に
全
面

に
散
布
し
20
㎝
以
上
深
起
し
ま

す
。
肥
料
不
足
や
や
せ
地
で
は

草
丈
が
短
く
な
り
減
収
し
ま
す
。

多
肥
栽
培
で
は
蔓
化
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

作
型
に
合
っ
た
品
種
を
適
期

に
播
き
ま
す
。
１
穴
２
粒
播
き

し
、
初
生
葉
展
開
期
に
間
引
き

１
本
仕
立
て
と
し
ま
す
。

１
ａ
当
り
の
播
種
量
は
０.

４
〜

０.

６
Ｌ
で
す
。

中
生
以
降
は
１
粒
播
き
と
し
、

別
に
捕
植
用
の
苗
を
準
備
し
て

お
き
ま
す
。

除
草
を
兼
ね
て
中
耕
培
土
し

ま
す
。
１
回
目
は
本
葉
２
〜
３

枚
時
に
軽
く
行
い
、
子
葉
が
隠

れ
る
程
度
に
行
い
、
初
生
葉
が

隠
れ
る
く
ら
い
大
き
く
培
土
し

て
倒
伏
を
防
ぎ
ま
す
。

中
耕
培
土
時
に
合
わ
せ
て
追

肥
し
、
開
花
期
以
降
の
追
肥
は

食
味
を
低
下
さ
せ
る
の
で
実
施

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

中
晩
生
〜
晩
生
は
蔓
化
し
や
す

い
の
で
、
特
に
生
育
が
劣
る
と

き
以
外
は
追
肥
は
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

収
穫
は
開
花
後
日
数
、
莢
の

肥
大
状
況
、
株
の
肥
大
状
況
か

ら
総
合
的
に
判
断
し
ま
す
。

収
　
　
穫

追
　
　
肥

中
耕
培
土

播
　
　
種

施
　
　
肥

作
型
の
特
徴

北営農センター

東海林　法儀

エ�ダ�マ�メ�

5月の運勢 射手座（11/23～12/21） まじめに作業する姿勢が良い結果につながります。周囲の注目を浴びる機会が増えるので、身だしなみに気を使って。

主根�

側根�

1回目土寄せ�

2回目土寄せ�

側根�

子葉�

初生葉�

第1本葉�

土寄せの方法�

作型 

 

極早生 

 

早生 

 

中早生 

 

中生 

中晩生 

晩生 

分類 

青豆 

青豆 

青豆 

青豆 

青豆 

青茶豆 

青豆 

青豆 

青茶豆 

青豆 

品種名 

一力 

グリーン75 

サッポロミドリ 

さやね 

テイステイ85 

湯あがり娘 

夕涼み 

緑光2号 

あきた香り五葉 

秘伝 

マルチ 

○ 

○ 

○ 

○ 

△ 

△ 

○ 

× 

× 

× 

播種期 

5/1～5/20 

5/1～5/20 

5/5～5/20 

5/5～5/20 

5/10～5/30 

5/10～6/5 

5/15～6/10 

5/15～6/10 

6/1～6/25 

6/5～7/10

収穫期 

7/下～8/上 

7/下～8/上 

8/上～中 

8/上～中 

8/上～中 

8/上～下 

8/中～9/上 

8/下～9/上 

9/上～中 

9/下～10/中 

肥料名 

堆肥 

苦土タンカル 

過燐酸石灰 

有機入野菜用 

肥料 

 

基肥 

200 

15 

2

早生種 

中早生～中生 

中晩生～晩生 

8 

6 

4

■施肥例�

■作型別主要品種�

（�/アール） 

【
無
マ
ル
チ
栽
培
】

畝
幅
75
㎝
〜
90
㎝
の
１
条
播
き
。

早
生
・
中
生
種
は
株
間
25
㎝
、
晩
生
種
は
株
間

30
㎝
を
標
準
に
、
品
種
、
播
種
時
期
に
よ
り
調

節
す
る
。



125月の運勢

ト
ラ
ク
タ
ー
で
脚
裏
の
筋
肉
を
伸
ば
す

指
導
・
監
修
　
日
本
体
育
大
学
運
動
方
法
体
操
研
究
室
教
授
●
荒
木
達
雄

山羊座（12/22～1/19） 好調運です。心に残る人とのふれあいがありそう。忙しくても会合などにはできるだけ出席を。家電の買い替えを考えて。

私
た
ち
病
棟
保
育
士
は
心
を
こ
め
て
…

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！

秋
田
組
合
総
合
病
院
の
小
児
科
で
病
棟

保
育
士
と
し
て
働
い
て
い
る
伊
藤
・
今
野

で
す
。

皆
さ
ん
は
病
棟
保
育
と
い
う
言
葉
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

病
棟
保
育
と
は
、
保
育
所
や
幼
稚
園
に

お
け
る
通
常
保
育
と
は
異
な
り
、
医
療
と

密
接
に
関
わ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
け
る
保

育
を
総
称
し
た
も
の
で
す
。

病
棟
保
育
士
の
役
割
は
、
子
ど
も
の
遊

び
相
手
・
話
し
相
手
・
情
緒
の
安
定
の
促

進
者
・
食
事
や
排
泄
な
ど
身
辺
援
助
（
自

立
援
助
）
の
担
い
手
・
子
ど
も
同
士
の
遊

び
へ
の
援
助
者
・
行
事
な
ど
入
院
生
活
に

変
化
や
う
る
お
い
を
も
た
ら
す
存
在
・
勉

強
相
手
や
家
族
の
相
談
相
手
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
病
棟
保
育
士
を
導
入
し
て
い
る
医

療
機
関
数
は
全
国
的
に
増
加
し
、
現
在
で

は
、
約
３
５
０
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。

秋
田
組
合
総
合
病
院
小
児
科
病
棟
に
は

平
成
18
年
５
月
か
ら
病
棟
保
育
士
が
配
置

さ
れ
ま
し
た
。

入
院
生
活
は
患
児
に
と
っ
て
も
、
付
き

添
い
の
保
護
者
に
と
っ
て
も
、
何
か
と
制

限
さ
れ
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
り
や
す
い
環
境

に
あ
り
ま
す
。

当
院
で
も
、
少
し
で
も
患
児
・
保
護
者

に
と
っ
て
の
安
ら
ぎ
に
な
る
よ
う
に
、
季

節
感
の
あ
る
壁
面
を
飾
っ
た
り
、
時
期
に

よ
っ
て
行
事
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
護
者
が
不
在
時
に
患
児
を
預

か
り
、
一
緒
に
遊
ぶ
な
ど
の
通
常
保
育
の

他
、
保
護
者
か
ら
の
子
育
て
の
不
安
や
発

達
へ
の
相
談
に
応
え
る
こ
と
も
行
っ
て
い

ま
す
。

秋
田
組
合
総
合
病
院
に
病
棟
保
育
士
が

配
置
さ
れ
て
か
ら
、
２
年
が
経
ち
ま
す
が
、

以
前
行
っ
た
保
育

士
に
つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
、

「
病
院
に
保
育
士
さ
ん
が
い
る
こ
と
で
、
子

ど
も
も
保
護
者
も
安
心
し
て
過
ご
せ
ま
す
」

「
以
前
入
院
し
た
と
き
に
は
、
保
育
士
さ
ん

が
い
な
か
っ
た
の
で
売
店
や
お
風
呂
に
行

く
と
き
も
大
変
で
し
た
が
、
今
回
の
入
院

で
は
保
育
士
さ
ん
に
預
け
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
助
か
り
ま
し
た
」
な
ど
と
、
好
評

を
得
て
い
ま
す
♪

ま
た
、
当
院
で
は
よ
り
多
く
の
方
に
利

用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
原
則
的
に
平

日
は
７：

30
〜
18：

30
ま
で
、
土
日
祝
日

は
７：

30
〜
16：

30
ま
で
、
保
育
士
が
勤

務
し
て
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
入
院
し
た
こ
と
の
な
い
方
に

は
、
ま
だ
ま
だ
病
棟
保
育
士
の
存
在
が
浸

透
し
て
い
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

た
く
さ
ん
の
方
々
に
、
病
棟
保
育
士
の

仕
事
や
重
要
性
を
知
っ
て
も
ら
い
、
病
院

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
時
に
、
病
棟
保
育
士
の

存
在
が
思
い
浮
か
ぶ
よ
う
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

秋
田
組
合
総
合
病
院
に
お
立
ち
寄
り
の

際
は
、
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
病
棟
保
育
士
に

声
を
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
☆

秋田組合総合病院
保育士

伊藤麻美（写真：右）
今野桂子（写真：左）

水
稲
・
畑
作
農
家
に
お
す
す
め
の
「
か
ろ
や
か
体

操
」
を
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
小
型
ト
ラ
ク
タ
ー
で
、

脚
裏
全
体
の
筋
肉
を
伸
ば
し
ま
す
。

脚
は
疲
労
が
た
ま
り
や
す
い
と
こ
ろ
で
す
。
じ
っ

と
ト
ラ
ク
タ
ー
に
座
っ
た
ま
ま
の
姿
勢
が
続
い
て
い

る
場
合
で
も
、
血
液
の
流
れ
が
悪
く
な
り
、
健
康
に

良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
る
前
と
後
に
、

こ
の
体
操
を
取
り
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

日
本
農
業
新
聞
と
日
本
体
育
大
学
運
動
方
法
体
操

研
究
室
の
共
同
調
査
で
は
、
体
操
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な

ど
で
疲
労
軽
減
に
努
め
て
い
る
農
家
は
わ
ず
か
40
％

で
し
た
。
普
段
、
体
の
手
入
れ
を
し
て
い
な
い
人
は
、

脚
を
ト
ラ
ク
タ
ー
に
掛
け
る
だ
け
で
も
い
い
の
で
、

取
り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

（
１
）
両
手
で
ト
ラ
ク
タ
ー
を
つ
か
み
、
右
脚
を
ト
ラ

ク
タ
ー
の
足
踏
み
場
に
掛
け
ま
す
。

（
２
）
ゆ
っ
く
り
と
上
半
身
を
前
に
倒
し
ま
す
。
息
を

止
め
ず
に
３
、
４
秒
静
止
し
ま
す
。

（
３
）
左
脚
も
同
じ
要
領
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
脚
裏

の
筋
肉
が
伸
び
て
い
る
か
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

（1）

（2）

（3）



13 5月の運勢

か
し
わ
も
ち
で

元
気
に
な
ぁ
れ

若
年
性
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
注
意

水瓶座（1/20～2/18） 反対意見にさらされるなど苦しい状況が予想されます。反抗するのではなく、相手の言い分を聞くことが解決への近道。

食
文
化
史
研
究
家
●
永
山
久
夫

佐
久
総
合
病
院
名
誉
院
長
●
松
島
松
翠

五
月
晴
れ
の
大
空
に
こ
い
の
ぼ
り
が
泳

い
で
い
ま
す
。
も
っ
と
も
っ
と
元
気
に
な

あ
れ
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長
と
立
身
出
世

を
願
っ
て
作
る
の
が
、
５
月
５
日
の
「
か

し
わ
も
ち
」。

５
月
５
日
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
子
ど

も
の
日
で
あ
り
端
午
の
節
句
で
す
。

し
か
し
昔
の
中
国
で
は
、
５
月
は
悪
月

で
あ
り
、
５
の
重
な
る
５
月
５
日
は
、
最

も
用
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
で
し

た
。
旧
暦
の
５
月
は
高
温
多
湿
の
盛
夏
で

あ
り
、
伝
染
病
や
カ
、
毒
虫
、
ヘ
ビ
な
ど
、

害
の
多
い
月
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

こ
の
た
め
ヨ
モ
ギ
を
門
戸
な
ど
に
つ
る

し
て
悪
霊
が
取
り
つ
く
の
を
防
い
だ
り
、

魔
よ
け
の
力
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
シ
ョ
ウ

ブ
を
身
に
つ
け
、
あ
る
い
は
薬
草
摘
み
な

ど
を
し
て
邪
気
ば
ら
い
を
し
ま
し
た
。

こ
の
日
に
食
べ
る
の
が
「
か
し
わ
も

ち
」。
原
形
は
「

（
ぶ
と
）」
と
呼
ば

れ
た
古
代
菓
子
で
、
か
ぶ
と
の
よ
う
な
形

を
し
て
い
ま
す
。

か
ぶ
と
は
戦
う
と
き
の
防
具
で
あ
り
、

病
気
を
防
ぐ
と
か
、
病
気
に
勝
つ
と
い
っ

た
意
味
が
あ
り
ま
す
。
米
の
粉
を
練
り
、

あ
ず
き
あ
ん
を
包
ん
で
か
ぶ
と
の
形
に

し
、
こ
れ
を
カ
シ
ワ
の
葉
で
包
み
、
蒸
し

て
作
り
ま
す
。
昔
は
ど
こ
の
家
に
も
か
し

わ
も
ち
用
の
カ
シ
ワ
の
木
が
庭
の
隅
の
方

に
植
え
て
あ
っ
た
も
の
で
す
。
大
き
く
て

す
が
す
が
し
い
香
り
の
す
る
葉
は
、
殺
菌

作
用
も
あ
っ
て
、
か
し
わ
も
ち
を
長
持
ち

さ
せ
る
上
で
も
役
に
立
ち
ま
し
た
。

あ
ず
き
あ
ん
ば
か
り
で
は
な
く
、
砂
糖

を
加
え
た
み
そ
あ
ん
に
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
み
そ
あ
ん
の
か
し
わ
も
ち
は
、
す

で
に
江
戸
時
代
か
ら
あ
り
、
女
性
に
人
気

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
次
の
よ
う
な
川
柳
も
あ
り
ま

す
。

「
柏
餅
ふ
け
る
た
ん
び
に
ひ
と
つ
喰
（
く
）

い
」蒸

し
上
が
る
た
び
に
一
つ
ず
つ
食
べ
る

と
い
う
内
容
で
、
よ
ほ
ど
待
ち
切
れ
な
か

っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
小
豆
に
は
ア
ン
ト

シ
ア
ニ
ン
と
い
う
抗
酸
化
成
分
、
み
そ
に

は
ア
ミ
ノ
酸
が
た
っ
ぷ
り
で
す
か
ら
、
元

気
が
出
ま
す
。

お
年
寄
り
の
認
知
症
に
は
、
脳
の
神
経

細
胞
が
次
第
に
減
少
し
て
、
脳
が
委
縮
し

て
く
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
と
い
う
の
が

あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
は
70
代
に
な
る
と
、

若
い
と
き
と
比
べ
て
脳
が
５
〜
10
％
軽
く

な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
脳

委
縮
に
よ
る
認
知
症
は
70
歳
以
上
に
多
い

こ
と
か
ら
、「
老
年
認
知
症
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
年
を
取
る
に
つ
れ
て
、
脳
の
動
脈

硬
化
が
原
因
で
起
こ
る
認
知
症
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
事
例
か
ら
も
、
認
知
症

は
お
年
寄
り
だ
け
の
病
気
と
思
っ
て
い
る

人
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
若
い
人
に
も
起
こ
る
の
で
す
。

年
齢
的
に
は
65
歳
以
前
に
発
病
す
る
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
こ
と
を
「
若
年
性
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
は
40
代
で
も
50
代
で
も
発
病
し
ま
す
。

「
若
年
性
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
」
は
、

お
年
寄
り
の
認
知
症
に
比
べ
て
進
行
が
早

く
、
発
見
が
遅
れ
や
す
い
特
徴
が
あ
り
ま

す
。最

初
に
現
れ
る
症
状
と
し
て
は
、
会
社

勤
め
を
し
て
い
る
人
で
あ
れ
ば
、
得
意
先

と
の
約
束
を
忘
れ
る
、
計
算
ミ
ス
が
ひ
ど

く
な
る
、
報
告
書
が
書
け
な
い
、
人
づ
き

合
い
が
ゴ
タ
ゴ
タ
し
て
し
ま
う
、
と
い
っ

た
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。

主
婦
の
場
合
は
、
献
立
を
立
て
ら
れ
な

く
な
る
、
同
じ
献
立
を
繰
り
返
す
、
と
い

う
の
も
代
表
的
な
症
状
で
す
。

お
年
寄
り
に
こ
う
し
た
症
状
が
見
ら
れ

る
と
、
認
知
症
か
も
し
れ
な
い
と
す
ぐ
気

づ
き
ま
す
。
し
か
し
40
〜
50
代
と
い
う
若

さ
で
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
と
は
考
え

に
く
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
受
診
が

遅
れ
、
治
療
も
遅
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

40
〜
50
代
で
、
以
上
の
よ
う
な
症
状
が

見
ら
れ
た
ら
、
ま
た
は
日
常
生
活
で
ど
う

も
お
か
し
い
と
い
う
点
が
見
ら
れ
た
ら
、

ま
ず
最
初
に
認
知
症
の
専
門
医
の
診
察
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。「
若
年
性
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
」
か
ど
う
か
、
診
断
し
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
れ
が
早
期
治
療

の
近
道
と
な
り
ま
す
。



145月の運勢

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
身
近
な
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
身
近
な
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

１　──に耳あり障子に目あり
３　周囲を明るく照らすけど、すぐ下は暗い？
７　井戸水をくむのに使われていました
９　お化粧はしていません
10 太陽が沈む方向
12 食──　業界──　事情──
13 筋の通った野菜をしょうゆで煮しめました
15 江戸時代は県はなく、これがありました
16 竹や歌にあるもの18 食べ物のタンパク
質を消化するのが役目です

20 五月人形には、これを備えた人形もあり
ます

22 職業──　実地──　火災──
23 水辺に育つ香りの良い草

１　「目には青葉」の季節に初物が出る魚
２　リンリンとかガランガランとか鳴るもの
４　もちをつくときなどに使われる道具
５　太鼓　ドラム　カスタネット
６　温泉地に漂うにおいはこのにおいともい
われます

８　木の薄板。普通は合板です
11 お酒は飲んでいませんよ
13 たばこを吸ってはいけません
14 漢字の偏やつくりやかんむりなど
15 五七五に季語を入れて詠みます
17 小石の集まり　──道
19 布地、生地やその一部分
21 ものを売ったり、食事を出したりしてい
ます

官製ハガキの裏にクイズの答
えと上記の今月のテーマについ
てご記入の上、お送り下さい。
多数のご応募お待ちしておりま
す。

●FAXから　018－832－6622
●E-メールから　kikaku-4@ja-shinakita.or.jp

JA新あきた総務課 教育広報係まで

▼クイズにご応募下さい！
［プレゼント］正解者の中から抽選
で賞品を差し上げます。
［応 募 方 法］ハガキにクイズの答
えと住所・年齢及び今月のテーマに
ついて一言書いて送ってください。
［締 め 切 り］ 5月19日�
◎応募先は右記まで。

010－0877

総
務
課教

育
広
報
係

50
Ｊ
Ａ
新
あ
き
た

秋
田
市
千
秋
矢
留
町
２
ー
40

答　え

住　所

氏　名

年　齢

今月のテーマについ

て一言お書き下さい。
【4月号の正解】

ハ ナ グ モ リ

★当選者
土門　千紗さん

（保戸野）
川村　幸子さん

（下　浜）
奈良　洋子さん

（金　足）
おめでとうございます

※ＪＡに寄せられたお便りの住所・氏名・年齢・職業などの情報は、広報活動以外で使用することはありません。

タテのカギ ヨコのカギ

４
月
の
テ
ー
マ

「
嬉
し
か
っ
た
一
言
」

今年もやってきます！皆さん予定はたてていますか？旅行するも良し、ゆっくりする
も良し、日頃出来ない事をするも良し。皆さんのゴールデンウィークの予定やエピソ
ード、イベントレポート等々、ゴールデンウィークに関することを聞かせてください。
傑作文には粗品を進呈いたします！ドシドシご応募ください！！

今月のテーマは
「ゴールデンウィーク」

アナタのお便り
お待ちしております。

地
域
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の

会
に
入
っ
て
１
年
。
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
を
し
て
賞
品
を
も
ら
う
上

手
な
人
を
う
ら
や
ま
し
く
思
っ
て
過

ご
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
春
、
私

も
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
し
た
と
き
は

「
や
っ
た
」
と
、
他
の
人
に
聞
こ
え

な
い
よ
う
に
心
の
中
で
叫
び
ま
し

た
。
私
に
も
出
来
る
。
フ
ァ
イ
ト
が

わ
く
、
こ
の
会
に
参
加
で
き
た
こ
と

に
感
謝
の
１
日
で
し
た
。

（
下
浜
　
Ｋ
さ
ん
）

あ
る
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
、
初
対

面
の
方
か
ら
「
こ
の
人
は
私

の
職
場
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
人
で

す
」
と
、
周
り
を
見
た
ら
娘
の
事
で

し
た
。

い
つ
も
忙
し
い
と
グ
チ
を
こ
ぼ
し

て
い
る
娘
で
す
が
、
そ
の
一
言
が
、

自
分
の
こ
と
の
様
に
と
て
も
嬉
し
く

感
謝
の
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
金
足
　
Ｎ
さ
ん
）

私
が
嬉
し
か
っ
た
一
言
は
、
３

学
期
の
通
知
表
を
親
に
見
せ

た
時
、「
す
ご
い
ね
」
と
言
わ
れ
た

こ
と
で
す
。

（
保
戸
野
　
Ｄ
さ
ん
）

先
日
、「
家
族
が
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
の
は
君
の
お
か
げ
。
い
つ

も
あ
り
が
と
う
」
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

も
ら
い
ま
し
た
。
嬉
し
く
て
涙
が
出

ま
し
た
。

（
下
新
城
　
Ｎ
さ
ん
）

深
夜
帰
宅
の
夫
が
「
何
も
手
伝

っ
て
や
れ
な
く
て
ご
め
ん
。

本
当
に
感
謝
し
て
い
る
よ
」
と
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
自
分
だ
っ
て
疲
れ

て
い
る
だ
ろ
う
に
、
夫
の
気
遣
い
に

感
謝
し
ま
し
た
。

（
河
辺
　
Ｈ
さ
ん
）

嬉
し
い
の
は
、
や
っ
ぱ
り
「
あ

り
が
と
う
」
の
一
言
で
す
。

言
わ
れ
た
と
き
は
、
子
供
を
抱
き
し

め
た
く
な
り
ま
す
。（

牛
島
　
Ｓ
さ
ん
）

言
葉
の
恐
ろ
し
い
所
は
、
気
持

ち
が
な
く
と
も
は
っ
き
り
と

何
回
も
い
え
る
と
こ
ろ
。
上
司
か
ら

す
れ
ば
、
口
さ
え
動
か
せ
ば
相
手
が

喜
ぶ
の
だ
っ
た
ら
、
い
く
ら
で
も
気

持
ち
ゼ
ロ
の
言
葉
を
言
い
ま
す
よ
っ

て
。
自
分
の
場
合
は
、「
私
は
す
で

に
や
っ
た
け
ど
、
ま
だ
君
は
や
っ
て

な
い
の
？
」
の
一
言
が
一
番
嬉
し
く

感
じ
ま
し
た
。
や
は
り
ト
ッ
プ
が
自

ら
行
動
を
示
し
始
め
て
、
物
事
に
取

り
組
む
本
気
度
が
伝
わ
る
気
が
し
ま

す
同
じ
戦
場
で
運
命
を
共
に
し
て
い

る
親
近
感
が
で
ま
す
。

（
新
屋
　
Ｋ
さ
ん
）

魚　座（2/19～3/20） 春風が良いニュースを運んできてくれそう。家族や親類に連絡を取ってみて。買い物運あり。外出もいいですが、宅配も◎。
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JA新あきたのあゆみ 第14回 理 事 会 便 り
3月

3・ 3 平成20年度定期人事異動辞令交付式 　　　　　（ＪＡ新あきた会館）

4 大豆部会研修会　～5日 　　　　　　　　　　（佐野市）

5 追分年金友の会研修旅行　　　　　　（男鹿観光ホテル）

〃 平成19年度秋田地域水稲関係実績検討会 　（ルポールみずほ）

7 花卉部会総会　　　　　　　　　（アキタパークホテル）

〃 西支店新築工事現場説明会　　　　（ＪＡ新あきた会館）

9 河辺地区女性部通常総会　　　　　　　　　（河辺支店）

10 第7回監事会 　　　　　　　　　　（ＪＡ新あきた会館）

12 西支店新築工事入札　　　　　　　（ＪＡ新あきた会館）

17 秋田市農水業振興戦略会議　　　　　（ルポールみずほ）

〃 秋田県米計画生産推進生産者大会　　（秋田市文化会館）

18 南部地区女性部通常総会　　　　（中央シルバーエリア）

19 野菜部会総会　　　　　　　　　　　　　　（秋田温泉）

〃 西支店地鎮祭　　　　　　　　　　　（新築工事予定地）

21 果樹部会総会　　　　　　　　　　　　　　（秋田温泉）

22 ＪＡ家庭菜園応援フェア　　　（ポートタワーセリオン）

26 第8回監事会 　　　　　　　　　　（ＪＡ新あきた会館）

〃 第14回理事会 　　　　　　　　　（ＪＡ新あきた会館）

28 安全・安心な農産物づくり推進協議会　 （ＪＡ新あきた会館）

29 役職員大会・共済保全対策研修会　（秋田ビューホテル）

議案第 1 号　大口信用供与先への供与について
議案第 2 号　秋田市農業経営安定資金の貸出しについて
議案第 3 号　「オートローン」取扱いに係る（株）ジャックスとの保証契約締結について
議案第 4 号　「住まいるアシスト」取扱いに係る取引確認書締結について
議案第 5 号　平成19年度貸出金等仮査定結果に基づく貸倒引当金の処理方針について
議案第 6 号　平成19年度要償却（直接償却）債権（案）について
議案第 7 号　平成19年度決算方針の決定について
議案第 8 号　固定資産減損会計について
議案第 9 号　販売用資産（開発棚卸資産）から固定資産への振替について
議案第10号　あきた環境優良事業所認定制度への加入について
議案第11号　確定拠出年金業務に係る運営管理業務からの撤退について
議案第12号　秋田県ＪＡ管理経済システム協議会申し合わせの締結について
議案第13号　秋田県ＪＡ管理経済システム運用維持管理業務委託基本契約の締結について
議案第14号　秋田県ＪＡ管理経済システム運用維持管理業務委託個

別契約の締結について
議案第15号　業務委託料金に関する覚書の締結について
議案第16号　秋田県ＪＡ管理経済センター構築のための自賄い要員

養成経費に関わる覚書の締結について
議案第17号　経理規程の一部変更について
議案第18号　資産自己査定規程の一部変更について
議案第19号　資産査定事務要領の一部変更について
議案第20号　資産の償却・引当要領の一部変更について
議案第21号　職制規程の一部変更について
議案第22号　職員採用要項の一部変更について
議案第23号　職員教育研修要項の一部変更について
議案第24号　予算統制規程の一部変更について
議案第25号　ＡＬＭ委員会運営要領の一部変更について
議案第26号　ＪＡ新あきた共同計算委員会設置要領の一部変更について
議案第27号　青果物流通センター管理運営規程の一部変更について
議案第28号　農産物検査組織規程の一部変更について
議案第29号　預託水田管理転作規程の一部変更について
議案第30号　職能資格規程の一部変更について
議案第31号　場所別・部門別月次決算要領の制定について
議案第32号　自己資本比率算出要領の一部変更について
議案第33号　平成20年度内部監査計画について
議案第34号　理事報酬の決定について
議案第35号　理事会女性参与の選任について
議案第36号　戸配送の委託契約について
議案第37号　ＪＡ新あきた生活支援事業実施規程別表の変更について

編
集
後
記

１
月
30
日
に
発
覚
し
た
「
中
国
製
冷
凍

ギ
ョ
ウ
ザ
中
毒
事
件
」。
食
の
安
全
性
を

大
き
く
揺
る
が
し
た
こ
の
事
件
は
、
大
き

な
社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

３
月
13
日
付
の
日
本
農
業
新
聞
の
紙
面

に
、
興
味
深
い
記
事
を
目
に
し
ま
し
た
。

記
事
の
内
容
は
、
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ

ー
ケ
ッ
ト
の
２
月
の
１
日
当
た
り
の
販
売

額
が
、
前
月
に
比
べ
て
24
％
も
増
え
、
１

日
平
均
の
利
用
客
数
も
19
％
増
加
し
た
と

い
う
も
の
。
ギ
ョ
ウ
ザ
事
件
発
覚
後
の
月

だ
け
に
、そ
の
影
響
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

食
の
安
全
・
安
心
が
求
め
ら
れ
る
中
、

Ｊ
Ａ
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
「
安

全
で
安
心
な
農
産
物
」
の
生
産
に
全
力
で

取
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

（
中
川
）

JA新あきたの概況�JA新あきたの概況�

組合員数
（正）8,192人　　　（准）7,858人

貯金 915億4,605万円
貸付金 398億2,141万円
共済保有高 3,621億188万円
購買品供給高 25億85万円
販売高 52億5,703万円
出資金 37億1,057万円

3月末現在

購買受注品の戸配送について

ゴールデンウィーク期間中の戸配送について、5月2日
（金）の午前中受注分は5月3日（土）の配送となりますが、
午後の受注分については5月8日（木）の配送となります
ので、ご理解とご協力をお願い致します。
尚、ゴールデンウィーク期間中は下記の営農センターは

営業しておりますので、ご利用くださるようお願い致しま
す。

ゴールデンウイーク期間中のキャッシュ
サービスコーナー営業のお知らせ
ゴールデンウィーク期間中のキャッシュサービスコーナ

ー（ＡＴＭ）の営業は下記の通りとなりますので、ご利用
くださるようお願い致します。

5月3日（土）�
5月4日（日）�

�
5月5日（月）�

�
5月6日（火）�

休業となります。�
休業（農協ビル、秋田組合病院）。�
他は日曜日の営業時間となります�
イオンモール秋田、マルダイ八橋店、�
上北手のみ祝日の営業時間となります。�
祝日の営業時間となります。�

■お問い合わせ先：購買課（832－6658）■お問い合わせ先：金融推進課（832-6617）

○追分営農センター　TEL：873－3736
○南営農センター　　TEL：889－6420
○河辺営農センター　TEL：882－2711
○雄和営農センター　TEL：886－3111
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お得な情報満載です!

5月号

   

河
辺
酒
米
研
究
会
発
足
二
十
周
年
と
新
あ
き
た
農
業
協
同
組
合
合
併

十
周
年
を
記
念
し
て
商
品
化
に
こ
ぎ
つ
け
た
こ
の
酒
は
、
秋
田
市
の
シ

ン
ボ
ル
『
霊
峰
太
平
山
』
よ
り
い
ず
る
伏
流
水
が
流
れ
込
む
、
せ
せ
ら

ぎ
輝
く
岩
見
川
の
水
を
田
ん
ぼ
に
い
っ
ぱ
い
張
り
詰
め
、
田
植
え
か
ら

収
穫
ま
で
生
産
者
一
人
一
人
が
情
熱
と
ま
ご
こ
ろ
を
余
す
事
な
く
、
丹

精
を
込
め
て
栽
培
し
た
美
山
錦
を
使
用
し
、
無
濾
過
生
『
生
　
純
米
酒
』

が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。�

この広報誌は米国大豆油協会が認定した環境
にやさしい大豆油インクを使用しています。

4月1日（火）より、パブリショッピングセンター内、
マルダイ八橋店に当ＪＡのキャッシュサービスコーナーを
設置しましたので、ご利用くださるようお願い致します。

3月31日付で７人の職員が定年退職され
ました。組合員の皆様には、長い間お世話
になりました。

■渡　辺　光　広（金融共済部長） 勤続37年

■古　木　信　隆（管理部経理電算課長） 勤続35年

■那　須　新　一（大正寺支店長） 勤続36年

■佐々木　孝　市 （営農経済部農業ビジョン推進課営農センター長待遇）勤続35年

■永　井　安　子（金融共済部共済推進課主任）勤続38年

■松　本　雪　子（河辺支店主任） 勤続34年

■鈴　木　久美子（金融共済部共済推進課）勤続33年

退職後も引き続きＪＡ新あきたOBとして後進の指

導、そして地域への貢献をよろしくお願いします。

【営業時間】
平　日：9：00～21：00
土日祝：9：00～19：00

マルダイ八橋店に
キャッシュサービスコーナーを設置しました

720
�
一
、
三
三
六
円
（
税
込
）

●お問い合わせ先：ＪＡ新あきた寺内支店（TEL:845-1088）

平成18年産米の最終精算を、平成20年３月31日に下記の
とおり精算を行いましたのでお知らせいたします。
尚、うるち米については当JAの独自販売により全農秋田

県本部の本精算よりさらに12円/60�を加算し、合計で400
円/60�の最終精算を行いました。

１. 精算単価

２. 最終手取額（参考）平成18年産米　あきたこまちの場合
（単位：円/60� 税・包装込）

う る ち 米
も ち 米
酒 造 好 適 米

4 0 0 円 / 6 0�
1 , 6 9 0 円 / 6 0�
8 0 2 円 / 6 0�

【平成18年産米の最終精算】

仮渡金

�

11,650

稲　得
拠出金
�

420

稲　得
補填金
�

1,140

追加
精算
�

550

全農
精算
�

388

JA独自
加　算
�

12

最終手取

�－�＋�＋�＋�＋�
13,320




